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野 村 陽 子 著

看 護 制 度 と 政 策
超高齢社会を迎える日本の看護制度がい
ま直面している問題とは何か。現場の看
護師がより専門性・自律性をもって働け
る環境を創るにはどんな制度変更が必要
か。厚生労働省の医政局看護課長を務め
た著者が、明治期の医制創設から戦後改
革をへて現在にいたる看護制度の歴史的
変遷を辿り、多様なアクターによる政治
的決定過程を具体的に検証しつつ、今後
の公共医療のあり方を問う提言の書。
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